学生ボランティア募集のポイント
関西学院大学 ヒューマン・サービス支援室

1. はじめに
[bookmark: _Hlk224114586]関西学院大学ヒューマン・サービス支援室では、ボランティア募集の受付を単なる事務手続きや「人手の
確保」ではなく、学生と団体が出会い、学び合う関係づくりの第一歩と位置づけています。学生が安心し
て活動に参加でき、団体の皆様にとっても価値ある協働となるよう、募集前の面談やコミュニケーション
を大切にしています。そのために、学生の特性や大学生活のリズムを募集団体の皆さまに理解していただ
くことで、より円滑で充実した募集につながると考えています。

2. 学生の特徴
① 学生の不安
学生にとってボランティア参加は　知らない場所・知らない人・初めての活動　
という不安の中での一歩で、緊張しています。
②「役割」があると安心
学生は「何をすればいいか分からない」ことに不安を感じます。
安心につながるポイント：　今日やること・誰に聞けばよいか・どこまでやればよいか　等
③ 継続参加につながるポイント
活動後の一言が、継続参加を大きく左右します。
　　　例：「助かりました」「また来てください」「あなたがいてよかった」、名前で呼ぶ　等

3. 募集タイミングの目安（重要）
学生募集は「思っているより時間が必要」です。
●募集開始の目安
	時期
	集まりやすさ

	1〜2か月前
	◎ 集まる可能性が高い

	3〜4週間前
	○ 集まる可能性がある

	2週間前
	△ やや難しい

	1週間前
	× ほぼ集まらない


　





→ 面談・掲載準備を含め、2〜3か月前のご相談が理想です。
　　
●大学生が動きやすい時期、動きにくい時期
募集は、4～6月 ／ 9～12月中旬 に行うことが効果的です。
・募集効果が高い時期：4〜6月、9〜12月中旬（春・秋学期期間）
授業期間中で生活リズムが安定しており、大学からの情報をよく確認しています。
　ただし、この期間は授業があるので土日や空きコマ（授業が無い時間）でないと活動参加ができません。
・募集効果が低い時期：
1月・7月（定期試験期間）→ 試験終了後は動き出します。
2〜3月・7月下旬〜9月：長期休暇　→ 帰省・アルバイト等で情報を見ない傾向にあります。
　  ※時間はうまれやすいので、春・秋学期中に募集情報を掲載しておくと申込がある可能性が上がります。

4. 参加しやすい募集設計
学生は「最初の一歩」のハードルが高いです。
参加しやすい募集の特徴：
単発参加、未経験、友人同士参加等の条件でもOK
半日〜1日程度の活動（拘束時間が短い）、役割が明確

5. 学生参加時のポイント
① 初回オリエンテーション
・活動の目的
・当日の流れ
・安全面の説明　など
　→ 5〜10分でも効果的です。
② 担当者を明確に
困ったときに「この人に聞けばよい」という存在がいると安心します。
③ 振り返りの時間
「今日どうだった？」など、感想を聞いていただくと学びと活動につながります。

6. ボランティアと出演依頼の違い
・原則：各団体へ直接依頼
音楽・ダンス・演劇などの活動は、学生個人が参加するボランティア活動とは性質が異なり、各部活動・
サークルが自主的に判断して出演しています。そのため、支援室による出演団体の仲介・斡旋は原則と
して行っておりません。基本的には、各団体へ直接ご相談いただく形をお願いしています。
・事前相談は歓迎
出演依頼は、内容や条件の整理が難しい場合や、依頼方法が分からない場合も多くあります。そのため、
依頼内容の整理、学生側の活動実態の共有、依頼時のポイントのご案内など、事前相談は可能です。
※出演者の紹介や確約を行うものではありません。
・相談をおすすめする理由
出演依頼は、条件整理が不十分な場合、学生・団体・依頼者の双方にとって負担となることがあります。
事前にご相談いただくことで、より円滑な依頼につながる可能性があります。

7. よくある誤解
	実際の状況
	よくある誤解

	〇 学びと経験を求めて参加
〇 参加しやすい設計が重要
〇 関係づくりが継続につながる
	× 学生はいつでも参加できる
× 直前募集でも集まる
× 人手不足だから来てほしい



8. 困ったときは
募集内容の整理や受入方法について、ヒューマン・サービス支援室への事前相談は歓迎しています。
学生と団体の良い出会いが生まれるよう、一緒に考えます。
※ただし、募集情報の掲載をお約束するものではありません。予めご了承ください。

以上
